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大阪　　小六　高橋成哉

芽吹く木に春風吹いて枝ゆれる

（木が芽吹いて、春風が吹くと小枝がゆれるよ。芽がきずつか
ないといいけどね。）

六年生卒業式でさようなら

雲の奥春満月が光ってる
大阪　　小四　高橋博己
日がのびた遊べる時間が増えていく

（冬は、夕方すぐ、くらくなっていたけど、日がのびてきたね。
夕方まで遊べてうれしいね。）

春の風さくらも寒くない風だ

　
大阪　　小一　高橋周也
もうすぐ一ねんせいだよたのしみだ

（もうすぐ一ねんせいだね。おめでとう。おにいちゃんといっ
しょのがっこうたのしみだね。）

はるになってあたたかいひがふえてくね

千葉　　小一　伊藤美緒奈
いぬふぐりゆうがたになったらとじた

（いぬふぐりのはなはゆうがたになると、あおいはなをとじる
ね。よるはおやすみね。）　
はつぜっくゆうなのきものがかわいいな

おはなししていたらポカポカしてきた

チューリップのめがでてきてうれしいな
　　　　　　　　　　　　　千葉　　幼年中 後藤　凜
あまいにおいおはなのみつのにおいかな

（おさんぽしたのかな。あまいにおいは、おはなのみつのにお
いだろうね。）

なみだがでてきたかふんしょうかな


